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 第 98期流体工学部門講演会では，以下 2種類の講演原稿フォーマットを準備した． 

1）原稿枚数 1ページ限定：英文アブストラクト無し講演原稿 

2）原稿枚数 2～5ページ以内：英文アブストラクト付き講演原稿 

著者はどちらかを選択し執筆する．このテンプレートは 1）のフォーマットであるので 1 ページを超えないよ

うに執筆する．1ページを超える場合は 2）の別フォーマットになるので注意いただきたい．文章の区切りには全

角の読点「，」（カンマ）と句点「．」（ピリオド）を用いる．カッコも全角入力する． 

本文中の文字の書体は，明朝体・Serif系（Century，Times New Romanなど）を利用する．原則として章にわけ

る必要はないが，項を設ける場合には，本書式の例のようにゴシック体を使用する．ページ番号は不要である． 

執筆後は PDFファイルに変換し，容量は１ファイルあたり 3.5 MB以下とする． 

●原稿の作成に際して 

原稿の冒頭には，和文の表題，英文の表題，著者名，ローマ字著者名，和文とローマ字連絡先所属機関を入れ

る．発表者に○をする．発表者の前に会員資格を記載する． 

●表題及び副題の付け方 

原稿の表題は内容を明確に表現するもので，しかも簡潔なものが望まれる．また，必要に応じて副題を付けて

もよい． 

●表題及び副題キーワードの付け方 

キーワードは，論文の内容を代表する重要な用語である．これによって論文の分類，検索が迅速になる．キー

ワードは，3~5語句とし，前置詞・冠詞も含めない． 

●その他 

参考文献の記載法は末尾の通りとする． 

図表については，「2~5ページ書式」の「4. 図及び写真・表の作成に関して」部分を参照のこと． 

●注意事項 

この 1ページ書式を選択した場合，「日本機械学会若手優秀講演フェロー賞」と「流体工学部門優秀講演表彰」

の選考の対象とならないことがありますのでご注意下さい． 
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